
 1 

報告番号 甲 ○乙 第   号            氏名 安西 祐一郎 
 
 
論文題目 The Epistemology of Learning and Interaction: A Goal-Directed  

Adaptive Agent is an Epistemic Agent  
（学習と相互作用の認識論：目標指向の適応的行為主体は認識的行為主体
である） 

 
論文審査担当者 
 
主査  慶應義塾大学文学部教授                 岡田 光弘 
  文学研究科委員     
副査  慶應義塾大学文学部教授                 柏端 達也 
  文学研究科委員  
副査  名古屋大学大学院情報学研究科教授 

        戸田山 和久 
副査     名古屋大学大学院情報学研究科教授          

三輪 和久 
 

学識確認 慶應義塾大学文学部教授               岡田 光弘 
文学研究科委員 
 

 
論文概要 
 
認知科学的「目標指向の適応的行為主体」が哲学的認識論の意味での「認識主体」

であるというテーゼを、いくつかの付帯条件を明確にしながら提示している。特に、
認識についてのプロセス指向構成主義の立場を導入し、「学習」（learning）と「相
互作用」（interaction）という人間の２つの根源的な活動をもとに、このことを示
している。また、哲学的認識論の文脈におけるこのテーゼの重要性について議論を
展開している。 
 
論文の構成は次の通りである。 
                                                           
Introduction 
（序章） 
References 
（引用文献） 
Note 
（注） 
                                                                        
Chapter 1 Theory and Models of Learning  
（第１章 学習の理論とモデル）                                          
1.1 What is Learning? 
（学習とは何か？）                                                             
1.2 Some Earlier Research on Learning 
（初期の学習研究）                                               
1.3 The Influence of the Science of Information on Studies on Learning 
（学習研究への情報科学の影響）                
1.4 Learning by Doing: The Theory and Implications 
（することによる学習：理論とその意味）                                  
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1.5 Understanding by Doing in Learning by Doing 
（することによる学習におけるすることによる理解）                                   
1.6 Summing Up 
（要約すると）                                                                   
1.7 More Recent Cognitive Research Relevant to Our Work 
（我々の研究に関連したさらに最近の認知研究）                          
1.8 Concluding Remarks 
（結言）                                                           
References 
（引用文献）                                                                      
Note 
（注）                                                                             
 
Chapter 2 Theory and Models of Interaction 
（第２章 相互作用の理論とモデル）                                      
2.1 What is Interaction?                                                           
（相互作用とは何か？） 
2.2 Interaction: From Conventional Research to a New Methodology for 

Understanding and Design                                                                    
（相互作用：従来の研究から理解とデザインの新しい方法論へ） 
2.3 The PRIME (Physically grounded human-Robot-computer Interaction in 

Multi-agent Environment) Project 
（PRIME（複数の行為主体を含む環境における物理的に接地された人間-ロボット- 
コンピュータ間相互作用）プロジェクト） 

2.4 Human-Robot Interaction by Information Sharing                              
（情報共有による人間-ロボット間相互作用） 
2.5 Interaction by Information Sharing: The Theory                                 
（情報共有による相互作用：理論） 
2.6 Implications of the Theory of Interaction by Information Sharing 
（情報共有による相互作用の理論の意味） 
2.7 What Does Our Research of 25 Years Tell Us About Interaction by 

Information Sharing?                                                                            
（25年間にわたる我々の研究は情報共有による相互作用について何を教えてくれ 
るか？） 

2.8 Human-Robot Interaction by Information Sharing: Implications from 
Cognitive Studies                                                                       

（情報共有による人間-ロボット間相互作用：認知研究からの意味） 
2.9 Functionally Networked Neural Platforms for Interaction by 

Information Sharing 
（情報共有による相互作用のための機能的にネットワーク化された神経基盤） 
2.10 From Information Exchange to Information Sharing: The New State of 

Interaction Research                                                                     
（情報交換から情報共有へ：相互作用研究の新たな状態） 
2.11 Concluding Remarks                                                         
（結言） 
References                                                                       
（引用文献） 
Notes                                                                            
（注） 
 
Chapter 3 Representations from Process-Oriented Constructivist’s Standpoint 
（第３章 プロセス指向構成主義者の立場からの表象） 
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3.1 Representations and Process-Oriented Constructivism 
（表象とプロセス指向構成主義） 
3.2 Representations as Triadic Relations                                            
（三項関係としての表象） 
3.3 Frameworks and Factors for Representational Contents and Structures 
（表象の内容と構造の枠組みと要因） 
3.4 More Factors for Representational Structures: Knowledge 

Structuralizability,  
Cognitive Strategies, and the Structured World 

（表象構造のさらなる要因：知識の構造化可能性、認知方略、構造化された世界） 
3.5 Classification of Formats for Representations                                  
（表象のための表示形式の分類） 
3.6 Goal-Directed and Strategy-Driven Representing: Examples from Our 

Cognitive Studies 
（目標指向および方略駆動によって表象すること：我々の認知研究からの例） 
3.7 Placing Process-Oriented Constructivism in Epistemology: An Introduction 
（認識論の中にプロセス指向構成主義を位置づけること：はじめに） 
3.8 Sculpting an Epistemic Agent: Why Must an Active Agent be Epistemic? 
（認識的行為主体を彫琢すること：能動的行為主体＜目標指向の適応的行為主体と
同意＞が認識的でなければならないのはなぜか？） 

3.9 What Do Representations Mean to Goal-Directed Adaptive Agents? Existence  
of Represented Entities 

（表象は目標指向の適応的行為主体にとってどんな意味をもつのか？表象される 
対象の存在） 

3.10 Structures and Contents of Complex Internal Representations 
（複雑な内的表象の構造と内容） 
3.11 Knowledge-How and Belief-How: From Our Standpoint 
（いかにしての知識といかにしての信念：我々の立場から） 
3.12 Causal, Attributional, Teleological, and Rational Relations of Goal 
States and  

Actions in Internal Representations 
（内的表象における目標状態と行為の因果的、帰属的、目的論的、および合理的関 
係） 

3.13 Social Aspects of Epistemology and Our Process-Oriented Constructivism 
（認識論の社会的側面と我々のプロセス指向構成主義） 
3.14 Naturalizing Our Process-Oriented Constructivism: Prospects and Limits 
（我々のプロセス指向構成主義を自然化すること：展望と限界） 
3.15 Summary 
（要約） 
References 
（引用文献） 
Notes 
（注） 
 
Concluding Remarks and Contributions to Epistemology  
（結言と認識論への貢献） 
 
各章の概要 
 
まず序章において、本論文の目的、論文作成の動機、および第１章から第３章の

概要を述べ、さらに認識論への本論文の貢献について予めまとめている。 
第１章では、認知科学分野における学習の諸研究について、本論文の著者が関与
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してきた多くの研究を含め、特に理論とモデルに関わる代表的な研究について議論
している。 
1.1 節で学習の基本概念について述べたのち、1.2 節では、認知科学における学

習の研究を広く概観している。また、1.3 節で、近年の学習の研究に情報科学が大
きな影響を与えてきたことを指摘している。 
 次に、1.4 節において、著者が長年にわたり主導してきた「することによる学習
の理論（The theory of learning by doing）」に関する研究成果の概要とその意味
について述べ、1.5 節ではさらに、著者が同理論を拡張して提起した「することに
よる学習に基づく問題理解」のプロセスに関する研究成果を述べている。これら２
つの節を通して、著者は、問題解決の行為主体による問題解決方略の学習プロセス
が新たな知識を発見するプロセスであること、および、行為主体によって学習され
る方略の構造が行為の系列の構造として特徴づけられることを指摘している。 
 1.7 節では、認知科学における最近の学習研究の概要を述べるとともに、1.4 節
と 1.5節に述べた研究成果と近年の学習研究の間の多様な関係について、総括的な
提示を行っている。1.8節は第１章全体の結言である。 
第２章では、認知科学分野における相互作用の諸研究とその意味について、特に

理論とモデルに関わる研究を中心として、著者自身による研究を含め、概要を述べ
ている。 
2.1 節で相互作用の基本概念を提示したのち、2.2 節で、相互作用に関する認知

科学的研究が理解とデザインを軸とする新しい方法論に変化してきたことを指摘
している。2.3 節では、著者が長年主導してきた人間・ロボット間相互作用の研究
成果について述べ、2.4 節では、2.3 節で得た結果を踏まえ、人間・ロボット間相
互作用の本質が「情報の共有」にあることを論じている。 
そのうえで、2.5 節において、相互作用の理論として著者が提唱してきた「情報

共有による相互作用の理論（The theory of interaction by information sharing）」
の研究成果を説明するとともに、第３章の認識論的議論の基礎となる、「行為主体」
の概念をはじめとする多くの基本概念を定義している。さらに 2.6節では、同理論
が相互作用の認知科学的諸研究にもたらす意味を明らかにし、特に、知識、信念、
意図、行為、欲求、目標等の諸概念を再検討して、認知科学的な意味での知識の４
条件を提示している。 
また、2.7 節で、2.3 節に述べた人間・ロボット間相互作用の研究が 2.5 節に述

べた情報共有による相互作用の理論を産み出した経緯を説明し、2.8 節では、同理
論を踏まえて相互作用に関する最近の認知科学的研究を概観している。続く 2.9節
では、相互作用の認知神経科学的基盤の機能的ネットワークモデルを提示する。
2.10節では、本章の記述を基に、相互作用を情報の交換ではなく共有とみなす立場
をあらためて示している。2.11節は本章の結言である。 

第３章では、第１章に述べた学習の理論とその意味、また第２章に述べた相互作
用の理論とその意味についての議論を受けて、実在論に立脚しつつ内的表象の構成
プロセスに注目した「プロセス指向構成主義（process-oriented constructivism）」
の立場を導入し、「目標指向の適応的行為主体は認識的行為主体である」というテ
ーゼについて肯定的な議論を提示する。また、哲学的認識論の文脈のもとで、この
テーゼの重要性をめぐる議論を展開する。 
まず 3.1節で、表象の概念およびプロセス指向構成主義の基本的考え方を述べる

とともに、６つの認識論的規範を導入する。3.2 節では、表象、表象される対象、
表象主体の三項関係を表象の構造として導入し、特に表象主体の概念について、
Dretske, Giere, Millikanらの議論に言及しつつ、その必要性を主張している。3.3
節では、内的表象の構造を検討し、表象の記述形式として「構造形式」と「表示形
式」の概念を導入して、内的表象の構造と内容の関係を議論している。3.4 節では
さらに、知識の構造化に関する制約、表象主体による表象の構成方略、表象主体に
とっての世界と表象の構造的関係等について論じている。3.5 節では特に、表示形
式の選択方略が経験科学の研究において重要であることを指摘し、3.6節において、
著者らによるいくつかの認知科学的研究を引用し、科学者にとって表示形式の選択
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方略が理論やモデルを構成する鍵となることを例示している。 
次に、3.7 節において、プロセス指向構成主義と従来からの認識論の議論とを対

比し、実在論に立脚しつつ内的表象の構成プロセスに注目したプロセス指向構成主
義の特徴を挙げている。3.8 節では、プロセス指向構成主義と伝統的な知識の理論
の関係を検討し、いくつかの条件のもとで「（認知科学的な）知識条件を満たす信
念は（認識論における標準的な）真理条件を満たす」ことを示している。3.9 節で
は、第１章の学習の理論と第２章の相互作用の理論がともに「手続き的な科学理論」
であることを示している。また、多様な構造を持つ内的表象について、特定の領域
に熟達した行為主体が構成する表象の対象が実在することを、収束的実在論
（convergent realism）等を援用して主張している。そのうえで、行為主体の内部
に起源を持つ情報と外部に持つ情報の両方に基づくプロセス指向構成主義によっ
て、実在論と反実在論の二項対立的議論を超えて実在論的議論が可能になることを
示唆している。3.10節では、プロセス指向構成主義の立場のもとで、2.5節で与え
た知識条件の意味でいわゆる KK 仮説が肯定されることを示している。また、内的
表象の構成プロセスにおける相似性の推論について議論するとともに、機能主義や
計算主義を実在論の立場から批判している。 
3.11 節では、「いかにしての信念（belief-how）」が「いかにしての知識

（knowledge-how）」に変換されるプロセスについて、Stanleyと Williamsonによる
知性主義的な議論を引用しつつ、プロセス指向構成主義の立場に立てばその議論が
より明確に可能になることを示している。3.12節では、行為や因果性の認識論にお
いて Anscombeや Davidsonをはじめとして長く議論されてきた、原因、理由、行為、
およびそれらの間の関係について、同一の行為主体が、内的状態と行為の関係を、
因果関係、帰属関係、目的論的関係、合理的関係等の関係として多様に解釈し得る
ことを指摘している。3.13 節では、「社会的行為」の概念について Bratman による
shared agency の議論（集合的概念を導入しない）と Gilbert による joint 
commitmentの議論（集合的概念を導入する）に言及しつつ、集合的概念を導入する
ことなく社会的相互作用の認識論的な説明が可能なことを主張している。3.14節で
は、Quine らを嚆矢とする認識論の自然化をめぐる議論に関し、プロセス指向構成
主義を媒介として規範的認識論と記述的認知科学が共存する、中庸な自然化認識論
を主張している。 
3.15 節では、それまでの議論を踏まえ、プロセス指向構成主義の立場に立てば、

(1)「目標指向の適応的行為主体は認識的行為主体である」こと、(2)行為主体の内
部に起源を持つ情報と外部に起源を持つ情報の両方を用いて内的表象を構成する
機能は、目標の達成を指向し環境の変化に適応する行為主体にとっても、知識と真
理を探究する認識的行為主体にとっても必要な前提条件であること、(3)行為主体
に独立な世界の存在を認めるべきであり、また、多様な構造を持つ内的表象の対象
がその世界に実在すると考えるべきであること、したがって、(4)プロセス指向構
成主義が行為主体による内的表象の構成プロセスに焦点を当てた認識論的実在論
として位置づけられることを主張している。 
最後に、「結言と認識論への貢献」として、第１～３章の要約とともに、本論文

による認識論への 10項目の貢献を列挙している。 
 
   

審査要旨 
 

 「知識とは何か」、「真理とは何か」、「人が知識を得るとはどういうことか」等、
知識や真理に関わる根本問題を問う認識論は、古代から哲学の中核分野の一つであ
った。一方で、２０世紀半ばに誕生した認知科学は、情報の概念を基に心のはたら
きを科学的に解明することを目的として、「環境の変化に適応しつつ複雑な目標の
達成に向けて心が働くように動機づけられた人間」の探究を行ってきた。伝統的認
識論と新しい認知科学との間の適切な関係と架橋可能性については、機能主義など
に関する一部の話題を除き、本格的に取り上げて検討されることはこれまであまり
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なされてこなかった。本論文で著者は、認知科学の経験科学的アプローチが伝統的
認識論の規範的「認識」の根本問題にどのように答え得るかという難問に正面から
挑戦している。そして、人間の根源的な活動である「学習」と「相互作用」の観点
から、「（認知科学的な意味での）目標指向の適応的行為主体は（哲学的認識論の言
う意味での）認識主体である」というテーゼを立て、付帯条件を明確にすることを
通じて、そのテーゼの妥当性を論証している。これは現代認識論への新たな貢献で
ある。すなわち、伝統的認識論の内部で自己完結するこれまでの標準的認識論の枠
を超え、学習や相互作用の経験科学的観点を取り入れた新しい規範的認識論が本論
文においては体系的に提案されており、その学術的価値はきわめて高いものである
と評価することができる。 
 本論文では、まず、内的表象が認知科学的な意味で「知識」であるための条件と
して活用可能性などの４条件が独自の観点から提示され、さらに、「目標指向の適
応的行為主体」はその意味での「知識」を持つことが要請されると論じられる。他
方で、内的表象が（哲学的）規範的認識論の意味での「知識」であるための条件（正
当化条件、信頼性条件など）が示され、認知科学的「知識」の条件と認識論的「知
識」の条件との関係が詳細に検討される。そして、それらの議論を通じて、上記テ
ーゼの成立が導出されている。これらの議論展開の仕方はきわめて独創的である。
その展開の要となっているのは、「知識」としての「内的表象」構成プロセスに対
する著者独自の立場の提案である。そこにおいては、実在論に立脚しつつ、内的表
象を構成する「プロセス指向構成主義」の立場が詳細に提案され、また、環境変化
に適応しつつ内的表象を構成・制御・調整して認識を成立させる構造とその諸付帯
条件をめぐる議論が展開されている。論理的に構築された、以上の議論は十分な説
得力を持つものと言える。 
 さらに本論文では、「プロセス指向構成主義」の表象構成論を支える一般的な諸
規範が、驚くほど簡潔な仕方で明示されている。そして、認知科学的「知識」の条
件を満たす表象が科学的「理論」の条件を満たすこと、およびそのことから、それ
が認識論的「知識」の条件をも満たすことが、科学哲学の諸知見を援用して明らか
にされている。これら主要テーゼの妥当性を示す各段階の議論もまた、緻密かつ明
解であり、独創的である。 
 本論文は、上記テーゼの妥当性だけでなく、伝統的認識論における諸論争に対し
て新しい知見を与えることにも成功している。例を挙げれば、内的表象の対象につ
いての実在論-反実在論論争に対し、外部情報と内的表象の関係性に準拠した著者
の「プロセス指向構成主義」は、これまでの論争点を超える新たな実在論の立場の
提案であるとみなすことができる。また本論文の立場は、相互作用を通じた共有表
象に関し、構成的経験主義などの反実在論を批判し、一人称推論と類似性推論のみ
に準拠する非集合的表象構成プロセスを主張するものであるが、ここにも高い独創
性が見られ、著者の新たな実在論的見方に拡がりを与えたものとなっている。そし
てまた、初心者が熟達者になっていく学習の過程を、信念が知識に変換される内的
プロセスとして、科学哲学における実在論の議論に依拠して主張している点にも著
者の独創性が見られる。さらに、認識論の「自然化」に対し、その方向の有効性を
認めつつ、「自然化」によっては捉えられない認識論の「規範的」側面があり、そ
れこそが認識論にとっては重要であるということを、認知科学を出発点として指摘
するくだりには、大きな啓発性と説得力がある。 
 一方で審査委員会は以下のような点を、今後の研究課題として指摘しておきたい。 
 経験諸科学や認知科学に隣接する経験科学諸領域と比較すると、認知科学は単に
経験科学的・記述的だけではなく既に規範的特徴を内に含んでいる場合がある。そ
のような観点は、認知科学の方法論自体や認知科学と規範的学との関係をさらに検
討するうえで重要であろう。 
 内的表象が認知科学的知識と呼び得る十分条件として活用可能性
（ utilizability）、頑健性（ robustness）、適応性 (adaptability)、許可性
(admittability)が議論されているが、それらの間の関係について、例えば、頑健
性と適応性はどのような意味で両立するのか、あるいは、許可性は独立の条件とし
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て加える必要があるのかといった理論的な疑問が提起された。これらの点について
はさらなる考察の余地が残されていると思われる。また、これらの条件の一部は進
化論的適応の過程で満たされた条件と考えることが可能かもしれない。このような
進化論的観点を取り入れた知識の成立条件という課題も検討に値すると思われる。
さらに、ここで提起された学習や相互作用の理論が、創発や創造性などのより複雑
な認知プロセスの理解にどのように寄与するのかも、興味深い課題である。 
 本論文では、科学理論の知識の実在性の議論とは別に、特定領域に熟達した行為
主体が構成する表象の対象の実在性が、収束的実在論を援用して主張されている。
これに対しては、科学哲学において多くの批判にさらされてきた、奇跡論法を援用
した収束的実在論に依拠するのではなく、「共有ビュー」等のプロセス指向的構成
主義特有の概念装置を用いた、これまでにないタイプの実在論擁護の可能性がある
のではないか、との指摘があった。収束的実在論よりもむしろ、Ronald Giere的な
構成的実在論に近い実在論擁護のためのアーギュメントを展開することが、今後の
研究課題として期待される。 
 このような研究課題を残してはいるものの、この論文の成果は認知科学的観点を
含めて哲学的認識論に新しい知見を与えるものであり、その学術的価値は国際的に
みても第一線級であると言える。審査委員会は、本論文が慶應義塾大学大学院文学
研究科博士学位授与に充分に値するものであると判定する。 
 
 
平成３０年 10月 4日 
                          審査委員会一同 


